


研究目的:骨粗鬆症の一次予防の為に小児期より骨密度を高めることは重要であるが、カル

シウム摂取と骨密度に関する関係には諸説があり、この一部は骨密度の測定法、栄養調査

法の違いによると考える。そこで、小児の骨を部位別に様々な機種の骨密度測定装置を用

いて検討した。 


